
青
少
年
の
健
全
育
成
と
明
る

い
社
会
づ
く
り
を
考
え
る
「
市

民
の
つ
ど
い
」
が
８
月
１３
日
に
、

相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
～
ら
」

で
開
か
れ
ま
す
。

第
一
部
で
は
、
中
学
生
の
「
わ

た
し
の
主
張
２
０
１
１
」
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
４
人
を
表

彰
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
文
を
発

表
し
ま
す
。

家
庭
で
育
て
る
マ
ナ
ー
の
心

竹
内

美
智
さ
ん

（
相
良
中
３
年
）

マ
ナ
ー
に
つ

い
て
考
え
た
こ

と
を
作
文
に
し

ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
時
、
他
校
の
グ

ル
ー
プ
で
注
意
さ
れ
て
も
直

さ
な
い
生
徒
達
を
み
か
け
、
そ

れ
は
親
が
し
つ
け
を
し
な
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
も
、
自
分
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
き
た
い
し
、
周
り
の

大
人
も
悪
い
こ
と
を
し
た
ら

注
意
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

牧
之
原
台
地
を
築
き
上
げ
た

先
人
の
思
い

山
内

望
さ
ん

（
牧
之
原
中
３
年
）

ど
う
し
て
有

名
な
茶
園
に
な

っ
た
の
か
知
り

た
く
て
、
牧
之

原
台
地
が
で
き
る
ま
で
の
歴
史

を
調
べ
て
学
ん
だ
こ
と
を
作
文

に
し
ま
し
た
。

荒
れ
地
を
開
墾
し
て
茶
園
に

し
た
の
は
、
先
人
の
い
ろ
ん
な

苦
労
が
あ
り
、
あ
き
ら
め
ず
に

努
力
し
て
苦
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
結
果
だ
と
感
じ
ま
す
。

ぼ
く
も
夢
に
向
か
っ
て
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
前
を
向

い
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今

で
き
る
こ
と清

水

美
佳
さ
ん

（
御
前
崎
中
３
年
）

修
学
旅
行
と

受
験
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
を

作
文
に
し
ま
し

た
。今

で
き
る
こ
と
を
頑
張
る
こ

と
が
必
要
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。受

験
を
意
識
し
て
、
授
業
を

受
け
勉
強
す
れ
ば
、
結
果
が
出

る
と
思
い
ま
す
。

人
は
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
成
功
し
ま
す
。
ま
ず
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

祖
母
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

岡
村

真
歩

さ
ん

（
榛
原
中
３
年
）

認
知
症
の
祖

母
と
生
活
し
て

い
く
の
は
大
変

な
こ
と
だ
け
ど
、

大
切
な
人
だ
か
ら
私
が
支
え
て

あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
作

文
に
し
ま
し
た
。

会
話
を
す
る
と
き
も
否
定
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
待
っ
て
聞
く
こ

と
で
、
お
互
い
に
楽
し
い
時
間

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
感

じ
ま
す
。

ど
ん
な
時
も
味
方
に
な
っ
て

く
れ
た
祖
母
が
、
い
つ
か
き
っ

と
私
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
る

よ
う
優
し
く
支
え
て
い
き
ま

す
。☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

第
２
部

記
念
講
演
会

演
題

～
特
攻
隊
員
の
心
に
学
ぶ
～

『命
の
尊
さ
と
親
子
の
絆
』

講
師

南
九
州
市
知
覧
特
攻
平
和
会
館

語
り
部

川
床

か
わ
と
こ

剛
た
け
し

氏

相
良
史
料
館
開
館
３０
周
年
記
念

戦
争
遺
留
品
展

相
良
史
料
館
２
階
ホ
ー
ル

８
月
１
日
（
月
）
～
１５
日
（
月
）

【
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

】
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本がすき 人がすき 牧之原がすき

－ 牧之原市の教育・保育の「めざす子ども像」

ま き の は ら

家家庭庭とと地地域域でで子子どどももをを育育ててるる「「市市民民ののつつどどいい」」をを

８８月月 1133 日日にに開開催催ししまますす



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

おはなし会って楽しい!!

9

相良図書館システム導入のボランティアに携

わった中から、沢山のお話を子ども達に届けたい

との思いで相良の色々な地区から集まり「おはな

しパレット」は誕生しました。片小・萩小は毎月

のおはなし会、保育園や社会教育事業、子育てイ

ベント等の依頼も増えてきました。

－飯室乃神社の鰐口（わにぐち）
(県指定文化財)－

鰐口とは、神社仏閣の軒先に掛けて礼拝の

時に鳴らす仏具の一つで、この鰐口は県下で

最も古いものです。

鎌倉末期、文保三年（1319）の作で、重

さ約４kg、直径 24cm ほどです。現在は、相

良史料館に展示しています。（文化振興課）

文化財の紹介

本校では、本年度より学校駐車場北側の農地を地域の方からお借

りし、学校農園をリニューアルさせました。名付けて『勝間田きら

り農園』です。子どもたちから募った名前です。学校農園は、勝間

田塾の皆様をはじめ、勝間田地区の大勢の方々に支えられている農

園です。「地域みんなのもの」という思いが、農園の名前に込めら

れているのです。

今後も、野菜がたくさん収穫される予定です。みやま学級では、

スイカ、ミニトマト、キュウリなど、１年生はスイカ、２年生はミ

ニトマト、ナス、ピーマンなど、３年生はオクラ、４年生はミニト

マト、ピーマンなどを栽培しています。２年生と６年生は、共同で

トウモロコシを栽培中。５年生は、先日田植え体験もさせていただ

先日は、６年生のじゃが

いもの収穫がありました。

大箱６箱の大豊作。早速み

んなでいただきました。ま

た、お世話になっている地

域の人たちにもお裾分けを

しました。家庭科の授業で

も、調理実習で利用する予

定です。

きました。今後は JA 青年部

の方々の指導の下、大豆づく

りをする予定です。

野菜づくりに夢中の勝間

田小。これも地域の方々との

つながり、協力のおかげで

す。勝間田小学校は、地域の

皆様と共に歩んでいます。

おはなし会

では大勢の子

ども達の前で

見せる絵本は

小 さ す ぎ る

為、大型紙芝

居やパネルシ

アター（著作

権承諾済）な

ど先輩方の沢

【じゃがいもの収穫・6年生】

【勝間田塾の皆さんと苗植】

山の作品を使用させて頂き、絵本の読み聞かせ

はもちろん、ストーリーテリング、手遊びや絵

描き歌、図書館職員から本の紹介も取り入れ、

楽しめるプログラム構成です。子ども達の豊か

な表情（笑ったりびっくりしたり）と物語に入

り込む真剣なまなざしが私達の心もほんわかさ

せてくれ「また来てね」の言葉や笑顔、ハイタ

ッチに大きな力をもらっています。

子ども達に 1 冊でも多くの本と出会ってもら

うために、これからもメンバーみんなで楽しく

おはなし会や制作活動をしていきます。

（文責：鈴掛幸野）

【読んだ本の紹介】

教室名 期日 時間 開催場所 内 容 参加対象

1
塩づくり・カニ釣り

海がめのお話

7/30(土)

7/31(日)

8:30
～

15:00

相良サンビーチ

茶々塩屋敷

2日にわたって、昔ながらの塩づくりを体験し、途中に

はカニ釣りや海がめのお話を聞きます。

小学４

～６年生

2
フラワーアレンジメ

ント

8/ 7(日) 10:00
～

12:00

相良公民館 可愛らしいお花をセンス良くアレンジ。

作品をお部屋に飾ってみましょう。

花をとおして子供の持つ感性、豊かな心を育てます。

小・中学生
8/21(日)

相良総合センター

「い～ら」

3 夏休みおはなし会

8/ 4(木)

8/18（木） 10:30
～

11:00

相良図書館 絵本や大型絵本の読み聞かせ、手遊びなど。

中学生ボランティアも参加し、読み聞かせに挑戦して

くれます。

どなたでも
8/11（木）

8/17（水）
榛原図書館

【申込み・問い合せ先】 社会教育課 TEL ５３－２６４６

拉致被害者の横田めぐみさんの父 滋さんと母 早

紀江さんの講演会「ブルーリボンに祈りを込めて」

が６月１１日、牧之原市相良総合センターで開かれ

ました。

夏休みわくわく体験教室

夏休みの計画はできましたか。 この夏、学校ではできない体験を!!

アウトドアでわんぱく体験と仲間づくり、アートな子どもたちの得意や才能を伸ばしてあげませんか？

滋さんらは「皆

さんの力で救出

を」と、拉致問題

早期解決を強く訴

えました。

合わせて実施さ

れた署名活動に、

1,474 名のご協力

をいただきまし

た。

〈
開
会
式
の
様
子
〉

★男子 100m
１位 ｻﾝﾄｽ ﾀｹｼ（細江小６）
２位 飯塚 一揮（勝間田小６）
３位 大石 涼平（勝間田小６）
３位 夏賀 竜也（川崎小６）
６位 河村 翼（坂部小６）
６位 藤原 佑樹（川崎小６)

★男子 200m
１位 原口 晴紀（地頭方小６）
２位 富田 達也（菅山小６）
３位 大石 将也（川崎小６）
６位 伊藤 知之（川崎小６）
７位 石井 常寛（川崎小６）

★男子 1500m
２位 河守 大世（川崎小６）
４位 宇田 達貴（細江小６）
７位 大澤 和師（坂部小５）
８位 本杉 陸人（勝間田小５）

★男子 80mH
２位 中原 佑（川崎小６）
４位 石川 翔大（川崎小６）
５位 只井 龍哉（細江小６）
６位 関 龍汰（坂部小６）
６位 松永 彪（地頭方小６）
８位 塚本 俊汰（川崎小６）

★男子 4×100mR（単学級）
１位 勝間田小 ２位 坂部小
３位 牧之原小 ４位 菅山小
５位 萩間小 ６位 片浜小

★男子 4×100mR（複数学級）
２位 川崎小 ４位 地頭方小
５位 相良小

★男子走高跳
１位 本杉 竜弥（川崎小６）
２位 山田 陽暉（相良小６）
３位 濱﨑 舜介（川崎小６）
４位 村松 聖主（川崎小６）
５位 鈴木 裕稀（坂部小６）
７位 粂田匠汰朗（細江小６）
８位 石神 琉成（細江小６）
８位 原崎 元希（地頭方小６）

★男子走幅跳
３位 河村 晃成（川崎小６）
４位 松本 健汰（相良小６）
６位 ﾀﾞｼﾙﾊﾞ ﾋｻｼ（細江小６）
７位 福島 泰河（牧之原小６）
８位 山本 隼（川崎小６）

★女子 4×100mR（複数学級）
４位 川崎小 ５位 相良小
６位 細江小 ７位 地頭方小

★女子走高跳
１位 森田 蓮（片浜小６）
２位 大塚 莉子（川崎小６）
３位 永田 ゆめ（萩間小６）
５位 大野 ひかり（相良小６）
６位 渥美 杏樹（萩間小６）
６位 石黒 沙季（川崎小６）

★女子走幅跳
２位 粟本 靖奈（萩間小６）
５位 末次 澪（川崎小６）
６位 不知 愛莉（片浜小６）
８位 名波万由子（相良小６）

★女子ボール投
２位 後藤 綾菜（坂部小６）
３位 清水奈津紀（地頭方小６）
４位 長野 真咲（相良小６）
５位 寺尾 安未（牧之原小６）
６位 杉山 秋歩（細江小６）
７位 道下 真優（牧之原小５）
８位 清水 慶（地頭方小６）

★男子ボール投
２位 髙山 幹太（細江小６）
３位 絹村 涼人（細江小６）
５位 澤入 勇斗（地頭方小６）
６位 片瀬 千晶（川崎小６）
８位 大窪 一輝（地頭方小６）

★女子 100m
３位 西藤 舞海（相良小６）
４位 戸塚 愛茉音（川崎小６）
８位 池田 安澄（川崎小６）

★女子 200m
１位 森田 真礼（片浜小６）
４位 吉添 未来（坂部小６）

★女子 800m
３位 田村 美咲（牧之原小６）
４位 今村 舞（相良小６）
５位 中島 菜摘（萩間小５）
８位 大石 真由（川崎小６）

★女子 80mH
３位 田中 倫菜（勝間田小６）
４位 向島 南渚（菅山小６）
６位 寺田 詩織（地頭方小６）
７位 西郷 詩織（川崎小６）

★女子 4×100mR（単学級）
１位 坂部小 ２位 片浜小
３位 萩間小 ４位 勝間田小
５位 菅山小 ６位 牧之原小

※市内小学校の入賞者のみを掲載

【早期解決を訴える横田夫妻】



市内の小･中学校、幼稚園･保育園の『じまん』

を毎号、紹介していきます。お楽しみに！

【 はげむ 】川崎幼稚園

〈編集後記〉

なでしこジャパンの女子ワールドカップドイツ大会での優勝を本当にうれしく思います。彼女たちの「くじけな

い 折れない あきらめない」精神がこの素晴らしい勝利をもたらしたと聞きます。私たち牧之原市民も彼女たち

を見習って、スポーツや勉強、仕事や様々な活動で日々の努力を重ねていきましょう。

教育委員会だより編集委員会 〒421－0592 牧之原市相良275
電話：53－2642 FAX：53－2657 E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp

★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください

題字：鈴木干城教育委員長

地頭方幼稚園の自慢は、なんといっ

ても広い園庭の豊かな自然！園目標

「夢中になって遊べる子」を育む環境

がいっぱいです。木の葉や木の実での

ままごとや色水遊び、木登り、木の陰

でのかくれんぼ、草花摘み、草むらの

バッタやカマキリ探し等、庭に出れば

沢山の自然に出会い、心が動き、四季

を五感で感じながら遊ぶことができま

す。また、築山があり、登ったり、滑

ったり、体全体を使っての遊びで子ど

もたちの心と体の逞しさが育まれてい

ます。夏はシートを敷き、水を流して

ウォータースライダーにも早変わり！

そして、目玉は園庭にある小さな田

んぼ。春、代掻きを済ませた田んぼ

で、まずは泥だらけになって存分に泥

んこ遊び。その後、年長児が田植えを

します。田んぼにはおたまじゃくしが

生まれ、蛙になり、子どもたちを楽し

ませてくれます。夏は水を枯らさない

ように、年長児がプールからバケツで

水を運び、秋になると鎌を手に稲刈り

です。収穫したお米は参観日に親子で

塩むすびを作って食べますが、そのお

いしいこと！泥んこ遊びからおにぎり

作りまでこの田んぼが沢山の体験をさ

せてくれます。庭でこんな体験ができ

る幼稚園は、めったにないのでは？ 豊

かな自然に感謝です。

～ 祝日には国旗を揚げましょう ～

地頭方幼稚園 【 珍百景？園庭に田んぼ 】

私達、川崎幼稚園では「創造力にあふ

れ元気でがんばる子」を幼児像に掲げて

おります。

教育目標は、１.健康で明るい子 ２.

努力と忍耐がまん強い子 ３.自分で考

え工夫してやりぬく子です。日頃の保育

は、常にこれらを念頭におき、行なわれ

ています。

私達の幼稚園では、鼓隊を行なってい

ます。年長さんが、毎年４月半ばから練

習を始め、秋の運動会で披露していま

す。また、交通安全パレードにも毎年参

加しています。

年長さんの練習する姿、運動会等で披

露する姿を見て、年中さんも年少さん

も、「私達もやるんだ！」という気持ち

になり、ずっと続いています。

例年、６月には｢親子フェア｣を、川

崎小学校の広場をお借りして開催して

います。ミニＳＬ乗車や、職員が考え

出した色々な制作やゲーム、保護者会

主催のバザー等で在園児をはじめ、地

域の人達にもたくさん参加して頂いて

います。

７月には「夕涼み会」を庁舎前をお

借りして、開催しています。園児たち

の盆踊りや、出店やゲームもあり、在

園児をはじめ、地域の人達にもたくさ

ん参加して頂いています。

年間を通じて、川崎幼稚園の園児達

は日々の保育が充実しているのはもち

ろん、色々な体験をして、人との交わ

りや、自然が大事であることなど身体

全体で覚えていきます。

【バケツで田んぼに水運び！稲刈りはもうすぐ】

【 築山･木･田んぼ･･･自然がいっぱい 】

【 鼓隊のリズムに乗って 】

【 親子でいっしょに 】


